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は じめに
　夏目漱石の名著 『坊っちゃん』は日本人だけではなく、日本語学習
者にとっても必ず取り上げられ、愛読されている日本近代文学作品の
一つである。夏目漱石の洗練 された言語表現、特 に本作品における
ユーモアに溢れた文学晴緒は我々読者 に深い印象を与えるものであ
る。
　『坊っちゃん』について、人物像なり、文学上の構成なり、文学的
性質なり文学的な視点から様々な研究がなされてきた。本稿において
は、文学的な考察はさて置き、口本語学習者の立場から本作品におけ
るマイナス待遇表現(以下M待遇表現 と称す)に焦点を当て、作品か
ら具体的な用例を筆者なりに精査 し、その用例に従いながらM待遇表
現の特徴を考察し解明していくことを試みたい。本考察の動機は、筆
者の日本語学習暦からすれば、日本語学習者、研究者にとって日本の
文学作品に接する際、必ず しも敬語等を含んだ立派な待遇表現のみな
らず、必ず卑罵、その他、軽卑、ぞんざいといったような敬語とは全
く性質の違う待遇表現に接する。M待 遇表現を学んで敢えてそれを積
極的に運用していこうと考える者は一人もいないと思われるが、しか
し、M待遇表現そのものに対する把握、理解は文学作品そのもの全体
の理解に繋がり、決して欠かせないものだと考えるからである。
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一.M待遇表現の定義と用例の解説について
　辻村敏樹(1992)は、「待遇表現とは、表現主体(話 し手または書
き手が表現受容者(聞 き手または読み手)あ るいは表現素材(話題の
人物)と 自らとの問に尊卑、優劣、利害、親疎等どのような関係があ
るかを認識し、その認識を言語形式の上に表したものである」と述べ
ている。
　菊地康入(1997)も「敬語は待遇表現の一種(中 心的なもの)で
あるが、待遇表現 という場合には、敬語だけではなく、卑罵語その
他、もっと広い範囲のものまで含めていうのである」と述べている。
　文化庁編 『待遇表現』(1971)では 「日本語の言語習慣として、敬
語の豊かさ・一般さに比べて、軽卑語は貧困であり非社会的だとf7」R
に考えられている。このことは、従来、待遇表現 という場合、おのず
と敬語だけが取り上げられた大 きな理由を成 していた」 と記 し、従
来、待遇表現の研究が主に敬語を中心に行われている現実を指摘 して
いる。
1.M待遇表現とは
本稿でいうM待遇表現 というのは 『坊っちゃん』における登場人物
が相互に、また、主要登場人物である第一人称の 「おれ」(即ち坊っ
ちゃん)が語 り手 として、あるいは登場人物相互が話題の人物に対
し、罵ったり、軽卑 したり、あざけったり、皮肉ったりするなどの諸
表現を指す。
2.用例の解説について
　本稿において、第一人称である 「おれ」から登場人物に、登場人物
相互に、また、登場人物聞での話題の人物に見えるM待遇表現を示す
ために、用例の後方に 「→」を使って記した。例えば、
　「おれ」→教頭
　　これは 「おれ」が登場人物の教頭に対するM待遇表現を表す。
　堀田→ 「おれ」→吉川
　　これは堀田の 「おれ」に向かっての発話で、話題の人物である吉
　　川に対するM待遇表現を表す。
　「おれ」→読者→校長
　　これは 「おれ」が読者に向かって登場人物の校長に対するM待遇
　　表現を表す。
　なお、解説に際して、どんな場面であるか、誰が誰に対するM待遇
表現であるかに焦点をしぼった。また、用例文のM待遇表現に当たる
個所に下線を引いてその意味を解釈 した。
二.『坊っちゃん』におけるM待 遇表現の具体例と解
　説
(一)渾名付けによるM待遇表現
　『坊っちゃん』においてなんと言っても、まず、主人公である 「お
れ」が勤務地の四国の中学校に赴任 し、様々な変人に出会い、そう
いった人々にそれぞれ相応の渾名をつけるというところのM待遇表現
が目立つというべきであろう。
　『国語大辞剣(以 下(『国』)と略す)に よれば、渾名とは本名とは
別に他人を親しんで、また、あざける気持ちからその容姿、性質、く
せなどの特徴によって付けた名と解説してある。
　『坊っちゃん』に出る渾名はまさにあざける気持ちによるものが主
であろう。
1.赤シャツ
　(1>君釣 りに行きませんかと赤シャッがおれに聞いた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→教頭
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　　　解説:教 頭が 「おれ」を釣 りへ誘い、「おれ」に話しかける一
　　　場面。
　　　　四国の中学校に赴任 したばか りの 「おれ」がさっそく初の教
　　　員会合で教頭に出会う。この教頭と言えば、文学士という篤学
　　　の士、年から年中赤シャツを着ているという奇径な癖の持ち主
　　　である。その癖 をとらえ、以来、「おれ」が教頭に 「赤シャ
　　　ッ」という皮肉な渾名をつけてやる。作品の全文を貫いて教頭
　　　は 「おれ」にこの渾名で遇される。使用回数が169回で(筆者
　　　の精査による)、もっとも出現頻度の多い渾名であった。
　　　 [赤シャツ]1「おれ」が教頭に付けた渾名。「おれ」が登場人
　　　物の教頭に対するM待遇表現。
2.狸
(2)すると狸はあなたは今 日は宿直ではなかったですかねえと真面
　　目くさって聞いた。　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→校長
　　　解説:宿 直の合間を縫って温泉にいく 「おれ」が思わず途中で
　　　校長に出会ってしまう。「おれ」が校長に宿直のことを正され
　　　る一場面。
　　　 「おれ」が四国の中学校に赴任し、初の教員会合で初めて校長
　　　に出会うことになる。この校長は 『薄髭のある、色の黒い、目
　　　の大 きな狸のような男である』。それ以来、「おれ」が校長に
　　　「狸」という渾名を付け、全文を貫き、「おれ」が校長を 「狸」
　　　で称 し通す。
　　　 [狸]:「おれ」が校長に付けた渾名。「おれ」が登場人物の校
　　　長に対するM待遇表現。
3,山　嵐
(3)山嵐は 「おい君どこに宿ってるか、山城屋か、うん、今に行っ
　　て 相談する」と云い残して白墨を持って教場へ出て行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おれ」→堀田
　　 解説:赴任先の中学校で初対面の時、数学担当の堀田が 「お
　　 れ」に話 しかける一場面。この堀田の第一印象 と言えば、『こ
　　 れは逞しい毬栗坊主で、叡山の悪僧と云うべき面構えである。』
　　　と原文にある。この容姿の特徴 をとって、「おれ」が堀田に
　　 「山嵐」という渾名を付けてやった。
　　　 なお、この 「山嵐」という渾名には最初は 「おれ」が堀田の
　　 人柄に対する理解不足や誤解によって生じる蔑みの気持ちが含
　　 んでいたが、付き合いの深化につれて、堀田が実は 「おれ」以
　　 .hに正直で、正義感に溢れた、まっす ぐな持ち前の主であるこ
　　　とが判明するにしたがって、この 「山嵐」という渾名 には実に
　　 親しみの感情というものを含み込むようになったのではなかろ
　　　うか。
　　　 [山嵐]:本例において、「おれ」の堀田に対するM待遇表現。
4.野だいこ
(4)この野だは、どういう了見だか、赤シャツのうちへ朝夕出入 り
　　して、どこへでも随行 して行 く。まるで同輩 じゃない。主従みた
　　ようだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→吉川
　　 解説:「おれ」が画学の吉川教員の所為を語る一場面。用例か
　　　らも一部がわかるように、この吉川は教頭に媚びるばかりで、
　　 「おれ」にもっとも嫌悪される人物の一人である。この全く主
　　 見を持たない、教頭のお世辞ばかりをとる吉川教員に 「おれ」
　　 が 「野だいこ」と渾名をつけた。
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　　　 「野だいこ」:内職で太鼓持ちをする者。素人の太鼓持ち。転
　　　じて芸がなくて、ただ客の座をとりもつだけの太鼓もちを卑 し
　　 めて呼ぶ語。(『国』)
　　　 なお、用例の野だとは四拍音 「のだいこ」を二拍に縮めたも
　　 のである。
　　　 [野だ]:「おれ」の画学の吉川教員に対するM待遇表現である。
5.うらなり
(5)おれとうらなり君 とはどう云う宿世の因縁かしらないが、この
　 人の顔を見て以来どうしても忘れられない。　　 「おれ」→古賀
　　 解説1赴任して初めての教員会合で 「おれ」が古賀という英語
　　 教員に会うことになる。古賀教員について、原文ではこう述べ
　　 ている。
　　　　　 『英語の教師に古賀とか云う大変顔色の悪い男が居た。
　　　　 大概顔の蒼い人は清せてるもんだがこの男は蒼 くふ くれ
　　　　 ている』
　　　「おれ」がかつて下女の清か らうらなりの唐茄子をばかりたべ
　　 ると顔色が悪 く、蒼 くふくれると教えられたことがある。この
　　 清の話を思い出し、「おれ」が古賀に 「うらなり」と渾名 をつ
　　 けた。「うらなり」とは顔が長く青白くて元気のない人。(『国』)
　　　 [うらなり]:本例において、「おれ」の古賀教員に対するM待
　　 遇表現である。
(二)特定の語彙によるM待 遇表現
1.劣 等
(1)向うを見ると山嵐と野だが並んでる。野だの顔はどう考えても
　　劣等だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→吉川
　　 解説:「僕」の蚊帳にバ ッターを入れて馬鹿な悪戯をした男子
　　 生徒達の処分についての教員会合。会場にいる画学の吉川に対
　　 する 「おれ」の反感の気持ちを語る場面。
　　　 [劣等]:ふつうのものより劣っていること。質がわるいこ
　　　と。(『国』)
　　　 本例において、「おれ」の吉川に対する低 く評価する表現で
　　 ある。
2.馬鹿、卑怯
(2)お婆さん、あの赤シャツは馬鹿ですぜ。卑怯でさあ。
　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→萩野のお婆さん→教頭
　　 解説:古 賀教員本人の意に反して、かれを辺鄙な延岡に転勤さ
　　 せ、したがって、かれのいいなずけの恋人を自分の者にしよう
　　　と企む教頭。「おれ」がその品性を下宿の荻野の奥さんに語る
　　 場面。
　　　 [馬鹿]:愚か者 として罵る言葉。『罵署雑言辞典』(奥山益朗
　　 編　以下(『罵』)と略す)
　　　 [卑怯]:気が弱 く意気地のないこと、心の卑 しいこと、正々
　　 堂々としないこと。そのような人を罵る言葉。(『罵』)
　　 例文では、両語とも 「おれ」が萩野のお婆さんに向かって話題
　　 の人物である教頭に対する卑罵表現を用いた。
3,野 郎
(3)うん、あの野郎の考えじゃ芸者買は精神的娯楽で、天麩羅や、
　 団子は物理的娯楽なんだろう。　　　　　 「おれ」→堀田→教頭
　　 解説:自 分が裏で芸者遊びに淵込んでいるにもかかわらず、
　　 「おれ」が天麩羅屋や団子屋に通うのを教員たるものに相応 し
　　　くないと言って校長に言い伝え、闇で働 きかけ、阻止 しようと
　　 する教頭。「おれ」が教頭のこのしかたを堀田に語 り罵る場面。
　　　 [野郎]:男を罵る言葉で、江戸時代か ら現在 まで続いてい
　　　るQ(『罵』)
　　　 例文では 「おれ」が堀田に向かって話題の人物である教頭に
　　 対する卑罵表現を用いた。
4　好 物
(4)貴様のような妊物はなぐらなくっちゃ、答えないんだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 堀田→教頭
　　 解説:な じみの芸者をつれて宿屋へ泊ったという事実をなかな
　　 か認めようとしない教頭を殴 りながら罵る堀田教員。
　　　 [妊物]:悪知恵のはたらく、心のまがった人。好智にたけた
　　 悪人。(『国』)
　　　 本例において 「好物」は堀田の教頭に対する卑罵表現であ
　　　る。
5　田舎者
(5)田舎者の癖に人を見括ったな。一番茶代をやって驚かしてやろ
　　う。　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→山城屋の人
　　 解説:赴任先の四国の町に着き、山城屋での初の宿泊、茶代を
　　 やらなかったため、狭くて暗い部屋へ押し込められた 「おれ」。
　　 「おれ」がその取り扱いに不満を漏らす場面。
　　　 [田舎者]:都会の者が田舎育ちの者を嘲る言葉。(『罵』)。
　　　 上例において、「田舎者」は江戸っ子である 「おれ」が四国
　　 の宿泊先、「山城屋」の人達に対して嘲った表現である。
6　いかさま師
(6)さすがのおれもこれにはあきれた。世の中はいかさま師ばか り
　　で、お互いに乗せっこをしているのかも知れない。いやになっ
　　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→吉川
　　 解説:「いか銀」の骨董攻めに乗らなかったがゆえに、屋敷か
　　　ら追い出されんばかりに引越しを余儀なくされた 「おれ」、そ
　　　の翌日に 「おれ」の住んでいた部屋を平気で占領 してしまう吉
　　 川の所為に対する 「おれ」の憤慨を語る一場面。
　　　 [いかさま師]:「如何様」とも書 く。いかにもそのものらし
　　　い、 という意で、偽物、 ごまかし、まがい物 を誹 る言葉。
　　　(『罵』)
　　　 [いかさま師]:「おれ」の吉川に対する卑罵表現である。
7　曲　者
(7)野芹川の土手で、マ ドンナを連れて散歩なんかしている姿を見
　　たから、それ以来赤シャッは曲者だと極めてしまった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おれ」→教頭
　　 解説:「おれ」は教頭が古賀教員のいいなずけの恋人を連れて
　　　散歩している姿をみてから、なんとなく教頭にいやな感じをす
　　　るようになったという気持ちを述べる場面。
　　　 [曲者]:普通の人とどこか違ったところのある人物。変わり
　　　者。変人。(『国』)
　　　 上例において、「曲者」は 「おれ」の教頭に対する卑罵表現
　　　である。
8　ハイカラ野郎その他
(8)ハイカラ野郎の、ペテン師の、イカサマ師の、猫被りの、香具
　　師の、モモンガーの、岡っ引きの、わんわん鳴けば犬も同然な奴
　　とでも云うがいい。　　　　　　　　　　 「おれ」→堀田→教頭
　　 解説:教頭が下心を働かせて、とうとう純朴でかつ素直な古賀
　　 教員を辺鄙な九州の山中の学校へ転任させてしまう。古賀教員
　　 がここを離れるのをいいことに彼のいいなずけの恋人を自分の
　　 者にしようという企み。その送別会で、正直で、正義感をもっ
　　 た堀田が挨拶の中で、名指しだけはさけたが、それとなく教頭
　　　を 「美しい顔をして君子を陥れたりするハイカラ野郎」と罵倒
　　 する。後に、堀田が 「おれ」に先ほどの演説はどうかと聞く
　　　と、「俺」は 「ハイカラ野郎」だけでは物足 りなく、(8)で示し
　　 ているような諸表現で徹底的に既めるべきであると進言する場
　　 面。
　　　 [ハイカラ野郎]:年か ら年中赤シャッを着て、モダンで、派
　　 手なまねをする教頭に対する罵称。
　　　 [ペテン師]:巧みに人を騙して利益を得ることを常習とする
　　 者。詐欺師。(『国』)
　　　 [イカサマ師]:6を参照。
　　　 [猫被り]:本性を隠しておとなしそうに振舞う。また、知ら
　　 ないふりをすることを罵る言葉。(『罵』)
　　　 [香具師]:祭礼または縁日などの人出の多い所で、路上で見
　　 せ物などを興行し、また、粗製の商品類を言葉巧みに売るのを
　　 業とする者。(『国』)
　　　 [モモンガー]:むささびに似ている夜行性の動物で、樹上生
　　 活をしている。転 じて人をののしっていう語。(『罵』)
　　　 [岡っ引き]:近世、町奉公所の同心に私的に抱えられて、犯
　　 罪人の探索,逮捕の役に当たった者。目明し。
　　　 [犬コ:「おれ」が堀田教員に向かって話題の人物である教頭を
　　 動物の犬に讐えていう卑罵表現である。
　　　 以上の八語いずれも 「おれ」が目前の堀田に向かって、話題
　　 の人物である教頭に対して当て嵌めた卑罵表現である。
9.不貞無節、お転婆
(9)一日も早く円満なる家庭をかたち作って、かの不貞無節なるお
　 転婆を事実の上において悪死せしめん事を希望 します。
　　　　　　　　　　　　　堀田→教員ら→遠山の娘(マ ドンナ)
　　 解説:古賀の送別会の席上で堀田が教員一同に向かって挨拶を
　　 述べる一場面。遠山家の娘さんがこのあたり一番の別嬢で、も
　　 ともと古賀へ嫁に行 く約束ができていたはずであった。 しか
　　　し、銀行の株まで持っていた金持ちの古賀の父親が亡くなり、
　　 生活の向きが思わしくなくなってしまう。おまけに、文学士の
　　 教頭が現れへ嫁にほしいと言い出す。それから、教頭が頻繁に
　　 遠山家に出入 りするようになり、遠山の娘マドンナ(渾名)の
　　 心も古賀から遠ざかる一方となる。正義感に溢れた堀田が席上
　　 でそういったマ ドンナを痛烈に当てこする。
　　　 [不貞無節]:不貞、女が貞操を守 らないこと、またその女を
　　 罵る言葉。無節、節操のないこと。(『罵』)
　　　 [お転婆]:若い娘や女の子が男のように活発に飛び回って、
　　 女らしい慎みのないこと。また、そのような女を罵る言葉。
　　 (『麟)
　　　 以上両語とも堀田が他の教員全員に向かって話題の入物であ
　　 る遠山の娘マドンナに対 しての卑罵表現である。
『坊っちゃん』に見るマイナス待遇表現 63
10.蔚抜け
　(io)それ じゃ赤シャツは臆抜けの呆助だと云ったら、そうかもしれ
　　ないと山嵐は大いに賛成した。　　　　　 『おれ』→堀田→教頭
　　　解説:「罵」が堀田に教頭を罵る一場面。
　　　 [腋抜け]1意気地なし、聞抜けな人を罵る言葉。
　　　　本例において、「臆抜け」は 「おれ」の堀田に向かって話題
　　　の人物である教頭に対しての卑罵表現である。
11.弱虫、御殿女中
　(11)あんな弱虫は男じゃないよ。全く御殿女中の生れ変りか何かだ
　　ぜ。　　　　　　　　　　　　　　　　 『おれ』→堀田→教頭
　　　解説:ho洞様に 『おれ』は堀田に向かって教頭の評判をする一
　　　場面。教頭は自分が芸者遊びに入れ込んでいるにもかかわら
　　　ず、「おれ」が天麩羅屋や団子屋に通 うのを取締上害になると
　　　言って校長の口を通して注意を加える。そして、人がその行為
　　　を攻撃すると、僕は知らないとか、ロシア文学とか、新体詩 と
　　　俳句が兄弟だとか言って人を煙に捲 く。そういう品性の持ち主
　　　である教頭を 「おれ」が堀田に向かって既める場面。
　　　 [弱虫]:気の弱い子供、意気地なしを罵る言葉。(『罵』)
　　　 [御殿女中]:陰険な策謀を巡らして人を陥れようとする女、
　　　底意地の悪い女をたとえていう。(『国』)
　　　　以上両語とも 「おれ」が教頭をそれぞれ意気地なし 「子供」、
　　　御殿女中に準え、比喩的に罵った言葉である。
12.賢 子
　(12)軽薄なる二賢子のために吾校の特権を殿損せられて、この不面
　　目を全市に受けたる以上は、吾人は奮然として起ってその責任を
　　問わざるを得ず。　　　　　　　　　 新聞記事→ 「おれ」、堀田
　　　解説:不 意に師範生と中学生の間に乱闘が起こり、それを取 り
　　　鎮めようと 「おれ」と堀 田が駆け寄ったのだが、教員のわ り
　　　に、生徒を煽って喧嘩させると見なされ、師範生から 「おれ」
　　　と堀田が暴行を受ける。それが翌日の新聞記事にも載せられ、
　　　あたかも 「おれ」と堀田が事件の張本人かのように取 り扱わ
　　　れ、非難される内容になっている。これも実は教頭の仕掛けた
　　　罠の一つである。
　　　 [賢子]:若者。青年。特に未熟な者や年少者に親 しみをこ
　　　め、あるいはさげすみ、罵っていう。(『国』)
　　　　本例において、「竪子」は新聞記事が 「おれ」と堀[1]を蔑ん
　　　だ卑罵語である。
13.無頼漢
　(13)吾人は信ず、吾人が手を下す前に、当局者は相当の処分をこの
　　無頼漢の上に加えて、彼等をして再び教育界に足を入るる余地な
　　からしむる事を。　　　　　 　　　 新聞記事→ 「おれ」、堀田
　　　解説:用 例(12)同様に新聞記事の一部。
　　　 [無頼漢];定住地、定職を持たず、悪事を働 く男を罵って言
　　　う言葉。(『罵』)
　　　　当例においても 「無頼漢」は新聞記事が 「おれ」と堀田を蔑
　　　んだ卑罵語である。
14.畜　生
　(14)それ じゃおれを間のくさびに一席伺わせる気なんだな。こん畜
　　生、だれがその手に乗るものか。　　　　 「おれ」→堀田→教頭
　　　解説:古賀教員を辺鄙な九州の小学校に転任させ、かつ、正直
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　　　で素直な堀田をも辞任に追い込み、単純すぎる 「おれ」だけを
　　　残して思うがままに働かせようとする教頭のたくらみ。その下
　　　心を見抜いて憤慨する 「おれ」。
　　　 [畜生]:相手の人を人間とは思えないとして罵る言葉。
　　　　当例においても 「こん畜生」は 「おれ」が堀田に向かって話
　　　題の人物である教頭を罵った言葉である。
15,べらんめえ
　㈲ あの男もべ らんめえに似ていますね。あのべ らんめえと来た
　　ら、勇み肌の坊っちゃんだから愛嬌がありますよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川→教頭→ 「おれ」
　　　解説:「おれ」と堀田が密かに待ち伏せているのに気が付か
　　　ず、教頭と吉川が遊郭へ遊びに来る。歩きながら 「おれ」を教
　　　頭に向かって嘲る吉川。
　　　 [べらんめえ]:「べらぼう」に軽蔑の意の接尾語 「め」の付い
　　　た 「べらぼうめ」の変化。(『国』)
　　　 [箆棒(べ らぼう)]:「べ らぼうめ」とも言い、人を嘲 り罵っ
　　　て言う言葉(『罵』)
　　　　本例において、「べらんめえ」は教頭の側近の吉川が教頭に
　　　向かって話題の人物である 「おれ」に対して用いた卑罵語であ
　　　る。
16.おきゃん
　⑯　こんな結構な男を捨てて赤 シャッに駆 くなんて、マ ドンナも
　　よっぽど気の知れないおきゃんだ。　　　　 「おれ」→遠山の娘
　　　解説:いいなずけの古賀との縁談を遠ざけ、名誉、地位のある
　　　教頭に心を移 しつつある遠山の娘(あだなマ ドンナ)の行為を
　　　心のなかで非難する 「おれ」。
　　　 [おきゃん]:跳ね上が り女、蓮っ葉娘のことで、戯れに嘲っ
　　　て言う場合が多い。「きゃん」は 「侠」の字の唐音読みで、そ
　　　れを女の名に擬したもの。(『罵』)
　　　　本例にいおいて、「おきゃん」は 「おれ」が遠山の娘を蔑ん
　　　だ言葉である。
17.卑 劣
　㈲　こんな卑劣な根性は封建時代から、養成 したこの土地の習慣な
　　んだから、いくら云って聞かしたって、教えてやったって、到底
　　直りっこない。　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→生徒達
　　　解説:蚊 帳にバッターを入れて 「おれ」を馬鹿にした生徒達、
　　　後に校長の命令で 「おれ」に頭を下げて謝りはしたものの、そ
　　　れは一種の圧力に屈したに過ぎず、本音からその根性が変わっ
　　　たものではないと 「おれ」が述べる。
　　　 [卑劣]:品性、行為などが卑 しく劣っているさまを罵る言
　　　葉。(『罵』)
　　　 本例において、「卑劣な」は 「おれ」が生徒達の品性を罵る
　　　言葉である。
18.下　品
(is)人に分らない事を言って分らないから聞いたって構やしません
　　てえような風をする。下品な仕草だ。　　　　　 「おれ」→吉川
　　 解説:教頭の誘いで、「おれ」、吉川、三人で海へ釣 りに出たの
　　　だが、その船で吉川がまったく 「おれ」の存在を無視して、わ
　　　ざと 「おれ」にわけの分からない話を教頭に言い出す。そんな
　　 吉川の行為を 「おれ」は卑怯に思う。
　　　 [下品]1品性、品格が卑 しいことで、卑 しい言動の人を罵る
　　　言葉。(『罵』)
　　　　本例において、「下品」は 「おれ」が吉川を罵る言葉である。
19.小 使
　(19)これしきの事に、校長を呼ぶなんて意気地がなさ過 ぎる。それ
　　だから中学校の小使なんぞをしてるんだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→中学校の用務員
　　　解説:「おれJの蚊帳にバッターを入れていたずらをした生徒
　　　達を詰問していたことをこっそり校長に知 らせて呼び寄せた学
　　　校の小使の意気地なさを不愉決に思 う場面。
　　　 [小使]:学校、会社、官庁などで雑用に従事する人。用務員。
　　　　本例において 「小使」は 「おれ」が読者に向かって中学校の
　　　用務員を蔑んで言った言葉である。
20.ずぼら
⑳ 君のずぼらにも困るな、校長か教頭に出逢うと面倒だぜ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 堀田→ 「おれ」
　　　解説:宿直の夕方、温泉へ出た 「おれ」が町で思わず堀田に逢
　　　うQ
　　　堀田教員が 「おれ」の行動を責める場面。
　　　 [ずぼら]:なすべきことをせず、だらしないこと、そのよう
　　　な入を罵る言葉。(『罵』)
　　　　本例において、「ずぼら」は堀田が 「おれ」に対して用いた
　　　卑罵語である。
21,大 将
　⑳　六尋 ぐらいじゃ鯛はむずか しいなと、赤シャツは糸を海へなげ
　　込んだ。大将鯛 を釣る気と見える、豪胆なものだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→教頭
　　　解説:「おれ」が教頭に誘われて海へ釣りに出た一場面の叙述。
　　　 [大将]:軍隊の階級の最高位であるが、現在では鳶職の頭な
　　　どを嘲 り親しんで呼ぶ呼称になっている。
　　　　本例において、「大将」は 「おれ」が普段からあまり好意を
　　　持たない教頭のことを嘲り、椰楡的に表現 したM待遇表現であ
　　　ろう。
22.鉄面皮、ぬかす
　⑳ 「べらんめえの坊っちゃんた何だ」と怒鳴り付けたら、「いえ君
　　の事を云ったんじゃないんです、全くないんです」と鉄面皮に言
　　訳がましい事をぬかした。　　　　　　　　　　 「おれ」→吉川
　　　解説;教頭の前で 「おれ」を嘲り罵った事実を一向に認めよう
　　　としない吉川の意気地なさを表現した場面。
　　　 [鉄面皮]:恥を恥 とも思わない厚かましい人を罵る言葉。
　　　(『罵』＼
　　　 [ぬかす]:「言う」の意味で、相手の発言を卑しんで言う言
　　　葉。(『罵』)
　　　　以上両語とも 「おれ」が吉川に対して用いた卑罵表現であ
　　　る。
23.法螺吹き
　(23)世の中に何が一番法螺を吹くと云って、新聞ほどの法螺吹きは
　　あるまい。　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→新聞社
　　　解説:中 学校の生徒 を煽って師範生と喧嘩をさせたとまったく
　　　事実に相反する報道をし、「おれ」と堀田を無闇に非難し、罵
　　　倒する新聞社のやりようを批判する場面。
　　　 [法螺吹き]:大袈裟な嘘をいう。また、大言壮語する。その
　　　 ような人を罵る言葉。(『罵』)
　　　　本例 において 「法螺吹き」は 「おれ」が新聞社を卑しんで
　　　言った卑罵表現である。
24,生意気
　㈱ すると前に居た野だが突然起立したには驚ろいた。野だの癖に
　　意見を述べるなんて生意気だ。　　　　　 「おれ」→読者→吉川
　　　解説:「おれ」の蚊帳にバッターを入れた生徒に対する処分に
　　　ついての教員会議、その席上で、吉川までも意見を述べようと
　　　のに驚 く場面。
　　　 [生意気]:年齢や経験に不相応な行動を得意げにすること。
　　　そのような人を罵る言葉。(『罵』)
　　　　本例において、「生意気」は 「おれ」が吉川に対して用いた
　　　卑罵表現である。
25,不 婚
　⑳ 一体そんな云い懸かりを云うような所へ周旋する君からしてが
　　不将だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→堀田
　　　解説:周旋してくれた下宿から引越せ と急に言われて呆気に取
　　　られる 「おれ」が堀田に反発する一場面。
　　　 [不寿]:道理に外れていて、非難されるべきことで、そのよ
　　　うな人を罵る言葉。本例では 「おれ」が堀田を罵った言葉であ
　　　る。
26.野 蛮
㈲　ぶうと云って汽船がとまると、艀が岸を離れて、漕ぎ寄せて来
　　た。船頭は真っ裸に赤ふんどしをしめている。野蛮な所だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→堀田→船頭
　　　解説:江 戸っ子である 「おれ」が初めて田舎の四国へやってく
　　　る。船上から初めてみたここの風景を述べる場面。
　　　 [野蛮];文化の未開発なこと、また、そのような国やその国
　　　民。無教養、無作法な行動、態度を罵る言葉。(『罵』)
　　　　本例において、「野蛮」は、「おれ」が、真っ裸に赤ふんどし
　　　をしめて、艀を漕ぎ寄せて迎えにやってくる船頭に対 して用い
　　　た卑罵表現である。
27.干瓢づら
　㈲　おれの大きな眼が、貴様も喧嘩をするつもりかと云う権幕で、
　　野だの干瓢づらを射抜 いた時に、野だは突然真面目な顔をして、
　　大いにつつしんだ。　　　　　　　　　　　　 「おれ」→吉川
　　　解説:「おれ」と堀田の問に一部の誤解(後 に解けて仲直りす
　　　るのだが)に より教員控え所にて口論になってしまう。それを
　　　おもしろそうに見て笑う吉川の顔の形を評したもの。
　　　 [干瓢づら]:かんぴょうを作る長大で中央部がくびれた実の
　　　形に似て間のびしたしまりのない顔。　　　 (『日国』第二版)
　　　　本例において、「干瓢づ ら」は 「おれ」が普段から気に食わ
　　　ぬ吉川の顔を 「干瓢づら」と評した卑罵表現である。
28.猪口才
　⑱ 野だはまぼしそうに引っ繰り返って、や、こいつは降参だと首
　　を縮めて、頭を掻いた。何 という猪口才だろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→吉川
　　　解説:あ たかも 「おれ」の存在を無視するかのように、故意に
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　　　失言 し、「おれ」を馬鹿にしようとする吉川。その企みが 「お
　　　れ」に見抜かれるや否や今度はまた意気地なさそうに謝る吉川
　　　教員の所為を読者に向かって述べる 「おれ」。
　　　 [猪口才]:小生意気で利口ぶる人を罵る言葉。「猪口」は小型
　　　な杯で、猪の口に似ていることからこの名がある。「猪口才」
　　　は当て字で、ちょこちょこと利口ぶる様の擬態語だろう。
　　　(『罵』)
　　　　本例において、「猪口才」は 「おれ」が読者に向かって話題
　　　の人物である吉川教員を蔑んだ表現である。
29.しみったれ
　㈲　田舎者はしみったれだから五円もやれば驚いて眼を廻すに極
　　まっている。　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→山城屋の者
　　　解説:四 国の中学校に赴任に来て、初の山城屋での宿泊、茶代
　　　をや らなかったため、粗末に取 り扱われた 「おれ」。今度は五
　　　円もやって驚かしてやろうと 「おれ」が内心で決める場面。
　　　 [しみったれ]:金品を出し惜 しみ し、考えや気持ちが狭い人
　　　を罵る言葉。
　　　　本例において、「しみったれ」は 「おれ」が読者に向かって
　　　話題の人物である宿泊先の山城屋の奉仕人に対する軽卑表現で
　　　ある。
　もっとも、上に挙げた29項の例文につき、下線の語彙だけ
に限らず、各文全体を語用論的に考えた場合、必ず何らかのM
待遇表現の意味合いが含有されていることは否みません。上記
の各用例において、文全体ではなく、文において、もっとも代
表的な語彙の待遇意味に焦点を当てて考究 した。
(三)代名詞によるM待 遇表現
1.あいつ
(1)ことによると、あいつのおやじは湯島のかげまかもしれない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 堀田→ 「おれ」→教頭
　　 解説:教頭と吉川の遊郭へやって くるのを待ち伏せながら、堀
　　　田が 「おれ」へ教頭の身の ヒを推測する一1面。
　　　 [あいつ]:三人称代名詞で、遠慮のない会話で親 しみ、怒
　　　り、さらに侮蔑などの気持ちを表わすのに用いられる。
　　　 本例において、「あいつ」は堀田が 「おれ」に対 し、普段か
　　　ら大嫌いな話題の人物である教頭に対する蔑称である。
2.こいつ
(2)おれは言葉や様子こそあまり上品じゃないが、心はこいつらよ
　　りも遥かに上品なつもりだ。　　　　　　　　　 「おれ」→1徒
　　 解説:「おれ」の蚊帳にバ ッタを入れて悪戯をした事実をなか
　　　なか認めようとしない生徒たちの所為 を内心で非難する 「お
　　 れ」。
　　　 [こいつ]:二人称、三人称代名詞で、遠慮のない会話で、そ
　　 の場 にい る人 を罵 っ た り、 親 愛 を込 め て言 う言 葉。
　　　(『罵』)
　　　 本例において、「こいつ」は 「おれ」が読者に向かって、話
　　 題の人物で、「おれ」の蚊帳にバッタを入れた生徒達に対する
　　 蔑称である。
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3　手 前
(3)わるい事は、手前達に覚があるだろう。本来なら寝てから後悔
　　してあしたの朝でもあやまりに来るのが本筋だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→読者→生徒達
　　 解説:「おれ」の蚊帳にバッタを入れて悪戯悪事をしたのを少
　　　しも反省せず、今度は二階から床板 を踏みならし、大きな関の
　　 声を起こして、一階の宿直屋にいる 「おれ」に嫌がらせをす
　　　る。そんな生徒達の行いを心の中で責める一場面。
　　　 [手前]:対等以下の相手に用いる二人称代名詞で、相手を蔑
　　　んで呼ぶのに用いる。　　　　　　　　　　　　　 (『罵』)
　　　 本例において、「手前達」は 「おれ」が読者に向かって、話
　　 題の人物で、「おれ」の蚊帳にバ ッターを入れた生徒達に対す
　　　る蔑称である。
4　奴(やつ)
(4)おれが宿直部屋へ連れてきた奴を詰問し始めると、豚は、打っ
　　ても郷いても豚だから、ただ知　らんがなで、どこまでも通す了
　 見と見えて、けっして白状 しない。　　 「おれ」→読者→生徒達
　　 解説:「おれ」の蚊帳にバ ッタを入れた事実を全面的に否定す
　　　る生徒達の頑固な態度を述べる一場面。
　　　 [やつ]:三人称代名詞で、人を卑しめたり、親しみをもって
　　 呼ぶ言葉。
　　　 本例において、「やつ」は 「おれ」が読者に向かって、「お
　　 れ」の蚊帳にバッターを入れた生徒達に対する蔑称である。
5　お　前
(5)母が大層怒って、お前のようなものの顔は見たくないと云うか
　　ら、親類へ泊まりに行っていた。　　　　　　　 母→ 「おれ」
　　 解説:母 が病気で死ぬ二三日前台所で宙返 りをしてへっつい
　　 の角で肋骨を撲って、「おれ」は大いに母を怒 らせた。その悪
　　 戯をする 「おれ」に対 しての親の対称詞。
　　　 [お前];二人称代名詞で、現在は目下の人に対してのみ使え
　　 る。時には目下の人を罵る言葉にもなる。(『罵』)
　　　 本例においては、「お前」は母が悪戯悪事をした 「おれ」に
　　 対する対称詞である。
6　貴 様
(6)貴様のような妊物はなぐらなくっちゃ、答えないんだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 堀田→教頭
　　 解説:な じみの芸者をつれて宿屋へ泊ったという事実をなかな
　　 か認めようとしない教頭を殴りながら罵る堀田。
　　　 [貴様]:男が極めて親 しい同輩か目下の者に対 して用いる二
　　 人称代名詞。また、特に相手を罵る場合に用いる。元来中世に
　　 は敬度の高い言葉だったが、近世後期から待遇価値が急激に下
　　 落して、むしろ罵語近 くなった。(『罵』)
　　　 本例においては、「貴様」は堀田が教頭に対する卑罵表現で
　　 ある。
7　奴さん
(7)今より重大な責任と云えば、数学の主任だろうが、主任は山嵐
　 だから、やっこさんなかなか辞職する気遣いはない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おれ」→堀田
　　 解説:自分に重大な責任を負わせると言い出す教頭、その要領
　　 が一向に得ない 「おれ」。ひょっとしたら、数学の主任を任せ
るかと推測するが、しかし、当任主任堀田の辞職気配をぜんぜ
ん感じない 「おれ」。
[奴さん]:男性が同等またはそれ以下の者を親しんだり軽ん
じて呼ぶ二人称または三人称。「あいつ」と同 じ。(『罵』)
　上の用例では、「おれ」がまだ堀田教員の本性が見つけ出し
ていないし、誤解も解けていない段階にあり、よって、本例で
は 「罵」が読者に向かって堀田を指す 『奴さん』は親しみとい
うより軽んじて呼んだ三人称と考えるべ きであろう。
(四)慣用句によるM待 遇表現
1.呆気に取られる
(1)残る一人がちょっと狼狽 したところを、飛びかかって、肩を抑
　　えて二三度こづき廻 したら、あっけに取られて、眼をぱちぱちさ
　　せた。　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→生徒達
　　　解説:「おれ」の蚊帳にバッターを入礼 その罪を少しも反省
　　　しょうとせず、おまけに今度は二階の床板を踏み鳴らし、みん
　　　なで一斉に國の声を出して、「おれ」に嫌がらせをする生徒
　　　達。そんな連中の一人を 「おれ」が取 り押さえて、その生徒の
　　　表情を語る一場面。
　　　 [あっけに取られる]:ことの意外さに驚き呆れてぼんやりす
　　　る。また、ことの不条理を詰まる言葉でもある。
　　　　本例において、[あっけに取られる]は 「おれ」に抑 えられ
　　　た悪戯生徒の表晴を嘲った表現である。
2.いい加減にする
(2)山嵐は世話の焼ける小僧だまた始めたのか、いい加減にすれば
　　いいのにと逃げる人を避けながら一散に駆け出した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 堀田→ 「おれ」→生徒達
　　　解説:当校の生徒達がまた、他の師範生と喧嘩を起こしたと聞
　　　いて、急いで止めに掛け出す堀田。
　　　 [いい加減]:でたらめなさま、出まかせの発言を罵る言葉。
　　　(『罵』)
　　　　本例において、「いい加減」は堀田が 「おれ」に向かって、
　　　話題の人物である生徒達の無闇な行動を軽卑して言った表現で
　　　ある。
3,意気地ない
　(3)これしきの事に、校長を呼ぶなんて意気地がなさ過ぎる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おれ」→小使
　　　解説:「おれ」の蚊帳にバッターを入れていたずらをした生徒
　　　達を詰問していたことをこっそ り校長に知らせて呼び寄せた学
　　　校の小使の作法を不愉快に思う 「おれ」。
　　　 [意気地ない]:=意気地なし。困難に耐える元気、気力のな
　　　い人を罵る言葉。(『罵』)
　　　　本例において 「意気地ない」は 「おれ」が読者に向かって中
　　　学校の用務員を蔑んでいう言葉である。
4。嘘つき
　(4)だって今赤シャツがそう云いましたぜ。それが勘五郎なら赤
　　 シャツは嘘つきの法螺右衛門だ。　 「おれ」→萩の婆さん→教頭
　　　解説:雑談で下宿の萩の婆ちゃんから、教頭の仕業で古賀教員
　　　が九州に転職させ られる事実を知らされた。それまで、古賀教
　　　員の本意での転任 という教頭の説明に怒 りを覚える 「おれ」。
　　　 [嘘つき]:事実と異なる嘘を平気で言う人、また、その人を
　　 罵る言葉。本例　において、「おれ」が萩の婆さんに向かって
　　 話題の人物である教頭に対する蔑んだ表現である。
5　利いた風な事
(5)利いた風な事をぬかす野郎だ。そんなら、なぜ置いた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おれ」→堀田→いか銀
　　 解説:下宿のいか銀という大家の者は骨董愛好家で、頻りに
　　 「おれ」に売り注文を責めるのだが、「おれ」は一向に話 しに乗
　　　らない。そんな 「おれ」が益々いか銀の気に食わなくなり、と
　　　うとう、「女房に靴を拭かせた」という捏ち上げで、下宿の斡
　　 旋をしてくれた堀田を通じて 「おれ」の引越しを責める。その
　　 話を堀田から聞いた 「おれ」がいか銀を罵倒する場面。
　　　 [利いた風な事]:「利いた風な」はよく知 りもしないのに、い
　　 かにも知ったような態度を取るさま。そのような知ったかぶり
　　 の人を罵る言葉。また、気が利いたさまをすること。(『罵』)
　　　 本例において、「利いた風な事をぬかす野郎」という表現
　　 で、「おれ」は堀田に向かって話題の人物であるいか銀を罵っ
　　 ている。
6　減らず口を利く
(6)余計な減らず口を利かないで勉強しろと云って、授業を始めて
　　しまった。　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→生徒達
　　 解説:「おれ」のてんぷら食ったのを大げさに黒板に書いてか
　　　らかう生徒達。そんなことを書いて面白いか、卑怯な冗談だと
　　 反発したら、自分がした事を笑われて怒るのが卑怯だと生徒が
　　 言い返す。そんな生徒を叱る 「おれ」。
　　　 [減らず口を利 く]:「減らず口を叩 く」とも言う。負け惜 しみ
　　　を言う、言いたい放題を言うことを罵って言う言葉。　(『罵』)
　　　　本例において、「減 らず口を利 く」は 「おれ」が生徒達に
　　 怒って罵った表現である。
7　問が抜ける
(7)教師も生徒も帰ってしまったあとで、一人ぽかんとしているの
　　は随分間が抜けたものだ。
　　 解説:四 国の中学校に赴任 してから初の宿直が 「おれ」に回っ
　　　てくる。夜具布団は自分の物でないと楽に寝られないし、小さ
　　　いころから友達の家にさえ泊まったことのない 「おれ」にとっ
　　　て、学校での宿直は厭な極まりである。そんなつまらないさま
　　　を罵って言う 「おれ」。
　　　 [間が抜ける]:当てが外れてぼんやりする。大事な点が落ち
　　　ているさまを罵る言葉。
　　　　本例において、「間が抜ける」は単独一人で宿直を否応なく
　　　されたことへの不満を罵って言う表現である。
8　虫が好かない
(8)ここへ来た最初から赤シャツは何だか虫が好かなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おれ」→教頭
解説:ど う見てもとうてい気にいらない教頭に対する 「おれ」
の評価。
「虫が好かない」:はっきりした理由はないがなんとなく好感
が持てない。相手の言動や風体を嫌う際の罵りの言葉。
　本例において、「虫が好かない」は 「おれ」が読者に向かっ
て話題の人物である教頭を蔑んだ言葉である。
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(五)助動詞や接尾語によるM待遇表現
1.～やがる
(1)一番槍はお手柄だがゴルキじゃ、と野だがまた生意気を云う
　　と、ゴルキと云うと露西亜文学者みたような名だねと赤シャツが
　　洒落た。そうですね、まるで露西亜の文学者ですねと野だはす ぐ
　　賛成しやがる。　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→吉川
　　　解説:教 頭、吉川三入と海へ釣りに出て、「おれ」が真っ先に
　　　「ゴルキ」という魚が釣れた。それを教頭が露西亜の文学者ゴ
　　　ルキに洒落ると、なんとも教頭の言いなりに媚びる吉川は賛成
　　　がる。そんな吉川の言動を蔑む 「おれ」。
　　　 「～やがる」:動詞や一部の助動詞の連用形に付 く助動詞で、
　　 相手や第三者の言動を罵ったり軽蔑する言葉。
　　　 本例において、「賛成しやがる」は 「おれ」が読者に向かっ
　　　て話題の人物である吉川に対して用いた卑罵語である。
2.～め
(2)箆棒め、先生だって、出来ないのは当り前だ。 「おれ」→生徒
　　 解説:一人の生徒が幾何の問題を持ち出して質問したのだが、
　　 「おれ」がすぐ回答できなく、後に調べて解いてやるとその場
　　　を引き上げる。後ろから、生徒達のからかう声が聞こえる。そ
　　 んな生徒達を内心で罵る 「おれ」。
　　　 [～め]:名詞、代名詞、人名に付けて相手を卑 しめ、罵る接
　　 尾語。
　　　 本例において、「め」は 「箆棒」という人を嘲 り罵る言葉に
　　 付いて 「箆棒め」という形で 「おれ」が生徒達に対して用いた
　　 卑罵語である。
3.～公　(皮肉な表現)
(3)いか銀が難癖をつけて、おれを追い出すかと思 うと、す ぐ野だ
　 公が入れ替わったり　　 どう考えてもあてにならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おれ」→吉川
　　 解説:「おれ」がいか銀という下宿の大家から退居を責めら
　　 れ、引っ越 してまもなく、吉川が平然と入れ替わってしまう。
　　 「おれ」がそんな吉川を内心で蔑む場面。
　　　 [公]:人の名前や肩書 きの下、また、動物の名に付けて、親
　　 愛や軽蔑の情を表わす接尾語。
　　　 本例において、「公」は 「おれ」が日ごろからもっとも好か
　　 ない吉川教員の渾名 「野だ」に付けて、「野だ公」という形
　　 で、「おれ」の吉川教員に対する蔑んだ気持ちを表わしている。
(六)接頭辞によるM待 遇表現
1.いけ～
(1)話すならもっと大 きな声で話すがいい、また内所話をするくら
　　いなら、おれなんか誘わなければいい。いけ好かない連中だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→吉川、教頭
　　 解説;その場に三人だけいるのに、吉川がひそひそと 「おれ」
　　 が聞こえるか聞こえないほどの声で教頭になにか内所話をして
　　 いる。「おれ」はその二人の言動を心の中で罵る。
　　　 [いけ～]:卑しめ罵る意を表す形容詞、形容動詞などに付い
　　 て、さらにその程度を強める意を表す接頭語。
　　　 本例において、「いけ好かない」は 「おれ」が吉川、教頭両
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名に対して用いた卑罵語である。
(七)感動詞によるM待 遇表現
1.お　い
(1)おい、吉川君どうだい、あの浜の景色は……　　　教頭→吉川
　　 解説:海 の景色を眺めながら、教頭が吉川教員を呼び掛ける一
　　 場面。
　　　 [おい]:男性が親しいものや、 目下の者に対 して呼び掛けた
　　　り、難詰めしたりする場合の感動詞。
　　　 本例において、「おい」は教頭が側近の吉川にたいするくだ
　　 けた呼び掛けである。
(八)慣用文型によるM待 遇表現
1.～くせに
(1)野だの癖に意見を述べるなんて生意気だ。　　 「おれ」→吉川
　　 解説:「おれ」の蚊帳にバッターを入れた生徒達に対する処分
　　 の会議。吉川教員 も意見を述べたがるのに腹立つ 「おれ」。
　　　 [～くせに]:「XくせにY」の形で、Xの内容から当然予想さ
　　 れることとは違うYという事態が続くことを表す場合に使われ
　　 る。Yに はマイナス評価の表現がこることが多い。
　　　 『日本語文型辞典』。
　　　 本例において、「野だの癖に」という表現で、正義、正直を
　　 まったくもたない、教頭のお世辞ばかりをする吉川に対する厭
　　 な気持ちを表わしている。
(九)動物に準えていうM待 遇表現
1.犬
(1)わんわん鳴けば犬 も同然なやつ。　　　 「おれ」→堀田→教頭
　　 解説:古賀教員の送別会の会場で、堀田は挨拶に立ち、名だけ
　　　は避けたが、なんとなく、教頭を 「ハイカラ野郎」と罵った。
　　 「おれ」はそうい うだけではとても物足 りなく、更に言葉を
　　 練って蔑むべ きだったと堀田に話す。
　　　 [犬]:「おれ」が堀田に向かって話題の人物である教頭を動物
　　 に讐えて言った卑罵表現である。
2.狐
(2)おい洋燈を消せ、障子へ 二つ坊主頭が写ってはおかしい。狐は
　 す ぐ疑 ぐるから。　　　　　　　 堀田→ 「おれ」→教頭、吉川
　　 解説:枡屋の表二階へ潜んで、教頭と吉川が女遊びを求めてく
　　 るのを 「おれ」と堀田が待ち潜む場面。堀田が影法師が障子に
　　 映らないようにランプを吹き消すように 「おれ」に注意する。
　　　 [狐]:堀田が 「おれ」に向かって教頭と吉川を狡滑な動物の
　　 狐に讐えて言った卑罵表現である。
3.豚
(3)いくら人間が卑怯だって、こんなに卑怯に出来るものじゃな
　 い。まるで豚だ。　　　　　　　　　　　　　 「おれ」→生徒
　　 解説:「おれ」の蚊帳にバッターを入れた罪を反省しないどこ
　　 ろか、今度は二階から一斉に床を踏み鳴らして 「おれ」を嫌が
　　 らす生徒達を内心で罵しる場面。
　　　 [豚]:「おれ」が読者に向かって、生徒達を動物に準えて罵っ
　　 た言葉である。
付録'「坊っちゃん』におけるM待遇表現出現頻度一覧
渾
名
特
定
の
語
彙
主なM待遇表現
赤シャツ
山　嵐
のだいこ
うらなり
狸
野　郎
田舎者
生意気
弱　虫
好　物
ハイカラ野郎
畜　生
大　将
いかさま師
べらんめえ
曲　者
卑　劣
法螺吹き
ぬかす
馬　鹿
不　博
不貞無節
お転婆
出現回数
169
156
86
63
36
12
10
10
8
6
5
5
5
4
4
3
3
3
2
2
2
1
1
特
?
の
語
彙
?
?
?
主なM待遇表現
蹄抜け
劣　等
御殿女中
豊　子
無頼漢
おきゃん
下　品
小　使
ずぼら
猫被 り
鉄面皮
野　蛮
干瓢面
猪口才
しみったれ
や　つ
貴　様
こ いつ
あいつ
お　前
手　前
や っ こ さ ん
出現回数
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
46
14
10
8
2
2
1
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
主なM待遇表現
あっけに取られる
意気地がない
好加減にする
嘘つ き
利いた風な事
減らず口を利 く
問が抜ける
虫が好かない
～ め
～ 公
～やがる
い け～
おい1
～の癖に
豚
狐
犬
出現回数
3
2
1
1
1
1
1
1
S
3
2
1
4
9
4
1
1
(十)不気味な表現
1　こうして、一人で遠国へ来てみると、始めてあの親切がわかる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おれ」→四国
　　 解説:四 国の中学校に赴任に来てさまざまな変人に出会った
　　　り、生徒達に蚊帳にバッターを入れられた りして初めて、つく
　　 づ く長年付き添ってくれた下女清の親切をあらためて感じる
　　　「おれ」。
　　　 [遠国]:中世以降、都から遠 く離れた地方のことを蔑んだ言
　　 葉である。現在で言う 「田舎」と同じで、辺鄙な地方を蔑んだ
　　 言葉である。本例において、「遠国」は 「おれ」が東京に比べ
　　　て辺鄙に感じる四国のことを田舎と蔑んだ表現である。
三.終 わ りに
　二において10項目に分けて 『坊っちゃん』におけるM待遇表現の
具体を精査 し考究 して解説したつもりである。もっとも日本語は通常
罵署雑言の欠けた言語とよく言われる。 しかし、全 くないわけではな
い。日本語学習者、研究者にとってとりわけ日本語を専攻 とする中国
の日本語学習者にとって口本の文学作品に接する際、M待遇表現の意
味を正確に理解することは極めて重要な一環であるべきだと思われ
る。この意味から言って、本稿は少しでも日本語学習者の役に立てば
幸いに思う。
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